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4　要　　　　　約

0早播は板部の肥大盛期が適温下に当たり，旺盛な生

育を示し，多収をもたらす傾向である0

0頗算気温と棍部肥大は密接な関係が認められ，栽培

期間の決定に当たり，積算気温は重要な指標となり得

る。

0枚部の肥大，市場価格より岩手県北部における有利

な播種期は，チャンテネーで4月中～下旬，向陽5寸，

MS5寸は4月中～5月上旬ころと思われる。

薬用ニンジンの連作障害除去に関する研究

一根腐病の防除について一

神　林　哲　夫

（福島県園芸試験場会津試験地）

1　ま　え　が　き

本邦で薬用エソジンの栽培が行われるようになって

から，およそ250余年を経過するが，古くから同じ畑

で連作あるいは再作ができないといわれてきた。近年，

この原因は．板腐病やネコプセンチュウ・ネクサレセンチュウな

ど，土壌微生物が閑与していることがほぼ解明され，これ

らの防止対策が進められている。そこで，ここでは主に根

腐病の防除法について一応の成果を得たので報告する。

2　試　験　方　法

1各種土壌くん蒸剤の処理効果

90×90の花の木枠内の土壌に，前年被害がみられた

汚染土壌を接種した。その後，ドロクロール，NCS及

び〇一Dの各土壌くん蒸剤を常法により処理し，ポリ

エチレンフィルムで被覆を行って，10日後にガス抜き

のため耕うんした。次に，1枠当り150本（は種100

粒，1年生笥移植50本）を植え付けして，処理2年

後に掘取り調査を行った。

2　ドロクロールの土壌別処理効果

産地の土壌は，大別して火山灰土壌，重粒土壌，水

田土倭の5つあるが，土壌の種類の違いによってドロ

クロールの地理効果に差があるかどうか検討した。供

託土盛はそれぞれ現地から運び，処理は1とほほ同様

にして枠武威を行った。

5　ドロクロールの処理方法

根腐病に有効であるドPクロールを供試して，この

地理方法について検討した。

．メニーi

ドロクロールSCシ50×50。研，深さ20‘罰，

ドロクロ・－ル5し℃40×50‘潤，深さ15cm，25‘Ⅶ

2段注入，

NCS　5cc／う0×50m・深さ20‘期，

無地理

処理時期及び方法，44年9月，所定の深さに

阻理後．直ちにポリェチレンフィルムで被覆し，

10日後にガス抜きを行った。

試－Ⅱ

ドpクロール5cc／今ロ×50。Ⅵ，深さ20川，1回

ドロクロー′レdcC．勺0×50（初，深さ20‘Ⅶ．1回

ドロクロール5し℃／50×紬が深さ20亡Ⅷ・2回

無処理

吐理時期及び方法

1回処理，48年9月20日

2回逸理，48年8月25日，9月20日，

処理後ポリェチレンフィルムで被覆し，14～

18日後にガス抜きを行った。

5　試験結果及び考察

1　各種土壌くん蒸剤の処理効果

供試した土壌くん蒸剤の中で，択腐病には第1表の

ようにドロクロールの効果が高く，D－D及びNCS

は防除効果がやや劣った。

ネグサレセンチュウにはNCSが有効であり，次いで

ドPクロールもやや効果が認められた。しかし，D－

Dは効果が低かった。

以上のことから供試した各土壌くん蒸剤は，土壌病

害虫の種炉によって選択的な効果が認められる。した

がって，実用的にはあらかじめ対象病害虫を検知した
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上で，各土壌くん蒸剤を使い分けする必要があろう。

第1表　各種士魂くん蒸剤の地理効果

試 験 区
栽 植

木 奴

調 査

本 数
健 全 率

根 腐

病 率

ネグサ レ

センサゝ ウ

被 害 率

ネ コ プ

センうゝ ウ

被 害 率

ドロクP ‾ル　5 c c
5 0 0 25 1

′′ 喀 感 路

2 6．8 4．1

1 0．1

4 4．7 58．4

N C S 5 1℃ 5 0 0 2 5 8 2 4．5 28．4 5 5．1

D － D 5 c c S D D 18 0 16．0

0

8．2 7 8．8 25．0

無 処 理 5 0 0 5 5 7 2．1 7 1．5 8 1．6

無 接 種

無 処 理
50 0 18 5 12．7 8．9 7 1．5 5 7 5

第2表　ドロクロールの土壌別処理効果

2　ドロクロールの土盛別姓埋効果

第2二表のように，土壌の違いによって土壌病害虫の発

生に差がみられる。火山灰土壌は各種土壌病害の発生

が多く，重粘土虜ではネグサレセンチ1ウの被害が多

い。また，水田土壌は根腐病，ネタサレセンチ1ウの

被害が多い。このことは一般のは場の事例と極めて類

似している。

ドロクロールの土壌別の防除効果は，板腐病は火山

灰土盛，水田土壌で効果が高く，ネコプセソチュウに

は重粘土壌で効果が高かった。一方，ネタサレセンチ

1ウにはいずれの土壌においても効果が低かった。

ドロクロールを処理した重粘土壌では，処理1年目

に早くから葉緑が枯れる生育障害がみられ，このため

に1枚重量が他の区に比べて劣った。

試　　 験　　 区 裁 縫 本 数 調 査 本 数 健 全 率 棍 腐 病 率
ネグサレセンチ1 ウ

被 害 率

ネコプセンチ ュウ

被 害 率
1根 重 量

火 山 灰 土 腐 処 理 区 5 0 0 2 5 1

　 悌

2 8．6

　 ヰ

4．1

　 ％

4 4．7

　 ′′

5 8．4

　 ダ

5．6

〝　　　 無 処 理 区 5 D O 5 5 0 7 2、1 7 1．5 d 1．8 6．0

重 粘　 土 壌　 逸 理　 区 5 0 0 1 5 9 2 R 9 4．8 d 5．9 5．4 2．7

′′　　　 無 処理 区 1 5 0 d d 0 1 8．2 8 5．5 8 8．1 8．0

水 田　 土 壌　 姓 埋　 区 5 0 0 2 8 1 5 4．9 5．2 5 4．7 R O 5．7

〝　　　 粟 処理 区 1 5 0 2 5 0 8 4．0 9 2．0 0 5．9

5　ドpクロールの処理方法

ドpクロールの処理効果を高めるために処理量や処

理方法をかえて試験を行った。

第1図のように，根腐病にはドPクロール5∝処理

区が無処理区に比べて有効であり，この傾向は処理5

年を経過してもなお続いている。一方，ネコプセンチ

ュウにはドロクロール5∝処理区が有効であるが．ド

ロクロール5∝二段注入区は処理5年日から急に被害

4（1

30

20

10

根腐病 一一一一一無処理　　　　つも

一一一NCS：l亡‘　　　80

－ドロケロ′し：lⅣ

2段注入
口クロール3ぐ⊂

一一一、、．

昭45　昭46　昭47 昭45　昭46　昭47

第1図　年次別被害状況

が目立った。

根腐病やネコプセンチュウの被害は、処理後年数を

経るにつれて被害率が高まった。中でもドロクロール

2段注入区はかえって効果が不安定であり，被害率も

高くなった。

次に，処理量の試験は．第5表のように処理1年日

の結果はドロクロール5∝2匝Ⅰ処理区が全く根腐病が

発生せず，ドpクロールd∝1回処理区も被害率が低

かった0　これに対して，ドロクロール　cc1回処理区

は処理1年日でかなりの根腐病の発生が認められた。

ドロクロール　OC1回処理区は，7月中旬ころより

葉先が枯れあがり早期落葉の傾向がみられた。これは，

ドpクロ‾ルの土壌別の処理結果の試験で．重粘土壌

にみられた症状と同じであり，ドpクロールによる生

理障書と思われる。
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第5表　ドpタロ「・レの地理壷と防除効果

武 裁 調
l

欠 1艮 奴 間 －

威
植 査

珠
腐 腐 ロ 限

本 本 本 病 収 重

区 政 数 率 数 率 ．上ヨ．．盟
量

r P ク。‘‾‾ル 5cc

1 回 処 理

ドP ク。一一ル dCC

1 回 処 理

ドP タロ‾ル 5し℃

2 回 処 理

無 地 理

50

5 0

50

5 0

5 1

4 1

49

16

′′
58．0

18．0

2．0

88．0

22

5

0

15

啄
7 1．0

7 5

0

95．8

ダ
179

5 8 0

5 5 5 ・

‘0

ダ
5．8

8．8

7 2

5、8

4　ま　　と　　め

1薬用ニンジンの連作障害の要因には，根腐病，

ネグサレセ＝ンチュウ及びネコプセ＝ソチュウがある。

2　供試した土盛くん蒸剤は，それぞれ対象病害虫

に選択的な効果が認められた。したがってあらかじめ

これを検知する必要がある。

5　限腐病やネコプセンチュウにはドロクロールが

有効である。

4　各土壌の違いによって土壌病醤虫の発生に差が

みられる。ドロクロールの防除効果は，土塊の違いに

よって必ずしも安定でない。

5　枚腐病の被害密度が高い条件では，ドロクロー

ル5∝は効果が低い。

占　中間成績ではあるが，ドロクロールの処理量が

多い程，また阻理回数2回の効果が高い。

冷涼地畑作におけるスプリンクラーかんがいの

土壌水分と地温に及ぼす彰響

豊川　良一・多田　久

（青森県畑作園芸試験場）

1　は　じ　め　に

前報において，当地帯の畑地かんがいを必要とする

期間は，15カ年の気象データー一により，4月から8月

までの5カ月間にわたる，春夏乾壌型であることを明

らかにした。

本報は，この期間におけるスプリソグラーかんがい

が，土壌水分と地温に及ぼ■した影響について，無かん

がい区，かんがい区，無かんがいマルチ区，かんがい

マルチ区の4条件について，1972年及び75年の測

定値を解析し，2，5の傾向を把握したので報告し，参

考に供したい。

2　試験結果と考察

1　スプリンクラーかん水俊24時間の土腰pF変化

pFの追跡測定は，タマネギ周の土探，5，15，2も

55，45の狩の5層について，スプリンクラーかん水後

テンシヨメーターにより観測したものである。第1図

は，夕刻18時1層のpF2．55に50潤mのかん水をな

し，各層のpF時間推移を記録した。1層はかん水開

始1時間後に，p下lの急速降下をきたし，5時間後に

は，土壌水分が飽和に達しているが，2層は1時間後

から5時間にかけて緩慢に降下し，その後急降下して

4時間後1．25に達し，5層は5時間後に降下し，4時

間50分ころ日に達している。その後，24時まで1，

2，5層はわずかに上昇してpF uの線上に並び，翌

日8時までに1．7となり，その後1層はゆるやかに上

昇傾向，2層はやや低下傾向，5層はわずかに上昇傾

向をたどっている。4層はかん水後5時間，5層はd

時間後に緩慢に降下が始まり，4層は翌日2時に1．75，

5層は8時に1．8の最低p甘に達し，4，5層は10時ま

でpF値が安定し，その後0．5程度高まった状態で推移

している。図のように，かん水開始時の各層のp盲■値

のその後の変化は，表層ほど大きく，下層になるに従

い少なくなることを示している。

午前11時にかん水した場合の例では，かん水開始

前の卵は，1層2．8，2層2．75を示し，かん水後1層

は17時までpFが上昇し2．75となり，その後わずかに

低下したが，おおむね2．75で翌日11時まで経過して

いる。2層は翌日1時までゆるやかに上昇して2．85


